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立川の魅力を「数字」でひもといてみました。
視点を変えると、いつもの街並みも違った景色に映るかも。
知っていそうで知らない、立川の魅力を探してみませんか。

問広報課・内線2747

人口
186,137人
（令和6年7月1日現在）

世帯
97,493世帯
（令和6年7月1日現在）

転入
10,865人
（令和5年度中）

転出
9,925人
（令和5年度中）

標高
最高	124.7m	（西砂町）
最低	 64.9m	（錦町）

面積
24.36㎢

市制施行順
都内3番目

立川市は令和6年で市制施行84周年を迎えます。多摩地域の
中心都市のひとつとして目覚ましい発展を続けている立川ですが、
市制施行当初は人口約3万5,000人でした。その後砂川町（当時）
との合併を経て、今では約18万人となっています。
大型商業施設の出店も相次ぎ、かつて「基地のまち」とも呼ば

れていた立川市は多摩地域有数の商業集積地へと変貌を遂げまし
た。一方で国営昭和記念公園をはじめとする自然が息づくまちで
もあり、駅周辺のにぎわいと緑あふれるやすらぎのコントラスト
が魅力となっています。

交通の要として行き交う人々でにぎわうJR立川駅の乗車人員数は多摩地
域最多を誇ります。JR中央線の中では新宿駅、東京駅に次いで第3位です。
農業に目を向けると、「ウドラ」でおなじみの特産品「東京うど」の生産

量はもちろん都内随一ですが、実は「ブロッコリー」の生産量も都内1位。
さらに「植木」の生産量も都内1位です。
意外なところでは、「たちかわ電子図書館」の貸出（閲覧）数が都内で断

トツの数値を誇ります。

　知る人ぞ知る、立川にまつわる
さまざまな数字を集めました。

意外な「都内1位」も
立川の長所

立川市のあゆみと成長

視点
2

視点
3

視点
1

　人気投票で人気を二分した立川
市キャラクター「くるりん」と、立
川市公認なりそこねキャラクター「ウ
ドラ」。令和５年度はくるりんが56
回、ウドラは36回もイベント等に出
演しました。

「くるりん」「ウドラ」の
出演回数
合計92回
（令和5年度）

植木生産量
約303,000本

（令和3年）

都内第1位

JR立川駅乗車人員
144,457人

（令和4年度）

多摩地域 第1位
JR中央線駅 第3位

電子書籍サービス
貸出（閲覧）数

97,863件
都内第1位
（令和4年度）

（第2位：八王子市 35,518件）

東京うど生産量
53t
（令和3年）

都内第1位

ブロッコリー生産量
149t
（令和3年）

都内第1位

ロケ地採用実績
400回以上
（令和2年度以降）

立川市発祥の
スポーツの数
1種目

プレミアム婚姻届販売数
9,039部
（令和6年5月末現在）

ファーレ立川アート
作品数
109点

公園の数
257か所

（都市公園・都市公園以外の公園の合計）

畜産農家数
8戸

ゆかりのある
プロスポーツ団体数

8団体

一尺五寸玉花火の大きさ
約400ｍ

　映画やドラマ、雑誌など、令和
２年度以降に限っても400以上の
作品・媒体が市内でのロケを敢行。
意外な作品で見慣れた景色が見つ
かるかもしれません。

　スポーツ祭東京2013でデモン
ストレーション競技にも採用され
た「ミニテニス」は、なんと立川
市が発祥です。

　夫妻になる瞬間をカタ
チに残せる特別な婚姻届。
2019年にグッドデザイン
賞を受賞するなど注目さ
れています。

　世界36か国92人の作家による
109点のパブリックアートが点在
する立川駅北口エリアは、まるで
「まち全体が美術館」。

　総面積は東京ドーム約13.8個
分に相当。滑り台が印象的な錦第
二公園は通称「オニ公園」と呼ば
れて親しまれています。

　実は立川市は畜産も盛んで、
東京ブランド畜産物も生産し
ています。

　「立川をスポーツで盛り上げよ
う」を合言葉に活動している「立
川プロスポーツ連絡会」参加団体
の数。応援よろしくお願いします。

　国営昭和記念公園花火大会で
打ち上げられる一尺五寸玉花火
は、直径約400m。東京タワー
を余裕をもって包み込むほどの大
きさです。

省庁・国の機関の数
15施設

　立川広域防災基地としての位置
づけなどにより、公的機関が集中
しています。

人口と
世帯推移

人口
世帯数

まだまだ知らない
立川の魅力

ⒸUDOLLAND

昭和15年
市制施行

昭和38年
立川市・砂川町

合併

昭和52年
米軍立川基地
全面返還

平成6年
ファーレ立川
まちびらき

平成12年
多摩都市モノレール

全線開業

平成22年
立川市役所
泉町に移転
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